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研究成果の概要（和文）：本研究、科研費によって行ってきた研究をさらに発展させ、土地利用

の形成と街並み形成のシミュレーションについて研究を進めてきた。土地利用では、区画整理

事業における宅地と建物用途の形成を中心に、都市計画規制の影響を検証できる MAS ツールを

開発した。街並みでは、建築規制やまちづくりルールによる景観シミュレーションツールを開

発した。なお，環境計画の視点からも、地区レベルのエコロジーネットワークの構築も検討し

た． 
 
研究成果の概要（英文）：Recently, numerous simulation models using CA (cellular automata) 
and MAS (multi-agent system) have been developed for simulating urban growth. These models 
provide powerful tools for exploring the uncertainty and complexity inherent in urban 
land-use. However, most existing studies have focused on urban sprawl, in which research 
is restricted to modelling a two-dimensional regular lattice for large-scale urban spaces. 
Our principle concern is to discover a way to use CA to simulate urban partitions, such 
as blocks and parcels, after urban redevelopment projects that cause parcels and street 
networks to be readjusted, and force property owners to reconstruct buildings. 
On the other hand, with the wide spread of the Internet, various types of spatial 

multimedia are employed for net participation in planning practice. For planning practice 
in the case of Japan, we develop a visualization tool for townscape design using VR as 
an on-line system for collecting participants’ opinions. Meanwhile, all citizens in the 
city can access to the tool on the Internet without spatial and temporal limitation after 
review periods in order to understand how to follow the agreement. In this report, we 
illustrate how to develop the visualization tool for planning practice after built-up 
process of the CA simulation. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

20 世紀末以来,情報技術の発展は,地域の
社会構造に大きな影響を及ぼし,IT による産
業構造の革命が都市再生の新しいチャンス
と期待されている．国や地方自治体において,
地理情報システムの整備が進められてきて
おり,全国の空間データを WEB 上において閲
覧できる国土情報システムも公開されてい
る．なお,GIS システムとデータの整備だけで
はなく,計画検討に用いられる地域・都市の
計画支援ツールも開発されるようになった．  
欧米では，情報技術，人工生命の理論を用い
た計画支援の研究は，先行的に進められてき
た．しかし，多くのマルチエージェントシス
テムは比較的広域的なレベルで研究され，グ
レードデータを用いたシミュレーションの
方法の検討が中心である．なお，関連として，
CA の手法も MAS の一部ともいえるが，地域の
市街地形成，特に都市形態の検討に使われる
ものとして検討されてきた．なお，欧米では，
従来の経済・人口，土地利用や交通モデルと
は別に，エージェントベースの政策・計画シ
ミュレーションの研究が行われている．例え
ば，UrbanSim)などの研究が知られている． 
UrbanSim では，雇用と世帯の移動を企業エー
ジェントや世帯エージェントの行動として
定義することにより，土地利用の需要を満た
すようにシステムを構築している．さらに,
近年，ミクロな市街地シミュレーションも大
きな関心を集まっており，国際会議では専門
のセッションとして設けられるようになっ
た．しかし，マルチエージェントを用いた関
連研究が避難や群衆活動のシミュレーショ
ンに限られ，グレードベース以外の非規則的
なポリゴンをベースとした MASの宅地用途形
成シミュレーションはまだ行われていない．
非規則的なポリゴンを用いることで,シミュ
レーションの結果が非常にリアル的になり,
他の空間データとの連携もしやすくなり,3
次元まで視覚化も可能となるが,その可能性
がまだ十分に認識されていない． 

日本では，これまで地域空間を対象とした
土地需要・土地供給・土地配分・土地競合の
視点から構築したマクロな土地利用モデル
が多かった．街区レベルの土地配分モデルも
みられるが，細かなメッシュ単位で検討され
たので，有効なミクロ的市街地形成シミュレ
ーションといえない．また,ミクロな市街地

における宅地用途の形成は,都市計画の計画
制度と政策の影響が大きいと考えられるが，
このような観点から将来市街地像を提示で
きる土地利用モデルがあまりみられない．筆
者は，住民意識の調査や GIS による空間解析
により,区画整理事業後の宅地用途形成が用
途地域,前面道路と深い関係があることをま
とめ，実態調査を通して,区画単位の宅地用
途形成は都市計画の計画設計条件と関わり
があるとの論文を公表した．他には,国内研
究では,用途の転用が区画の幾何的形状に関
係があると指摘している．このように,ミク
ロな市街地の宅地用途の形成には,都市計画
の計画設計条件からの影響があるといえる． 

本研究は，ミクロ市街地の土地利用の変遷
について,自治体の計画関連政策と計画設計
条件の影響，または従来扱えなかった利用者
意識を MAS シミュレーションに導入し,より
リアル的にミクロな市街地像を提示できる
システムを構築する．このように，理論的に
は，ミクロな市街地形成シミュレーションの
理論と方法論を新しく展開でき，計画実践で
は，例えば，中心市街地活性化の関連施策を
検証するため，シナリオ別に将来市街地像を
提示することができ，実務的にも大きな価値
がある． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では,科学研究費の交付期間内に,

地方自治体における行われている地区レベ
ルの都市計画を支援するツールとして,各宅
地利用者をマルチエージェントシステム(以
下，MAS)のエージェントとし，都市計画の計
画設計条件，宅地の相隣関係，それぞれの利
用者の属性と意識を考慮したミクロな市街
地形成シミュレーションのツールの開発を
行う．さらに，シミュレーションを通して，
シナリオ別に将来市街地像の視覚化を行い，
都市計画の関連施策を評価できるようなツ
ールを構築にしたい． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は，ミクロな市街地における各宅地

の利用者を MAS のエージェントとし，都市計
画の計画設計条件やそれぞれの利用者の属



性と意識もシステムに取り入れ,シミュレー
ションによって形成した宅地用途を地区レ
ベルの市街地将来像として提示できるよう
な計画支援システムを構築したい．そして,
宅地用途とその区画の条件によって,建物形
態,利用人口もしくは世帯数と世帯人口を推
測でき,行政と住民に市街地の将来像を共有
させることが可能である．このため，研究代
表者が下記の研究事項を行う．なお，今回の
研究では，金沢市の事例地区を対象として，
シナリオ別に計画政策の影響をシミュレー
ションすることにより,ミクロな市街地形成
シミュレーションの有効性を考察する． 
 研究事項１ 計画規制・宅地特性等の影響
を考慮した宅地用途の立地要因の解析 

研究事項２ MAS を用いて居住者の利用意
識を取り入れた宅地利用の意思決定 

研究事項３ MAS を用いたミクロな市街地
の宅地用途の形成と建物用途の推測 

研究事項４ システムの検証―土地利用
代替案の評価  

以上の研究事項について、ＡＲＣＧＩＳを
用いた研究データベースの作成、計画規制・
宅地特性・相隣宅地の影響等の立地要因によ
る宅地用途の解析などを行い、計画規制・宅
地特性・相隣宅地(街区)の影響などを CA の
方法によって居住者エージェントの意思決
定のプロセスに取り込むことができた。具体
的には、居住エージェントの意思決定による
宅地用途の変遷と建物形態の選択などのシ
ミュレーションシステムを構築した。なお、
まちなみの将来像を示すため、３Ｄシミュレ
ーションシステムも開発した。 

 
 

４．研究成果 
 
研究成果として、国際誌 EPB に 1 編、CEUS

に 1 編と JAABE に 1 編、共 3 編掲載された。
ICA と VGA、CUPUM などの国際会議に論文 4編
を発表した。なお、日本建築学会計画系論文
集に審査論文 1編、同学会情報技術利用シン
ポジウム論文集に審査論文 3編が発表された。 
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